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申請者の住所及び氏名（法人にあっては所在地、名称、代表者名） 
 

〒103-8285 

東京都中央区八重洲1-4-16 東京建物八重洲ビル 

東京建物 株式会社 

 代表取締役 社長執行役員 小澤 克人 

TEL：( 03 ) 3274 – 0111 

 
 

工場又は事業場の所在地及び名称 
  

金門坑。 

大分県由布市湯布院町川上460-6ほか 全7筆（西側区画：金門坑。） 

大分県由布市湯布院町川上447-1, 450ほか 全7筆（東側区画：新築） 

 



申  請  の  概  要 ( 1 / 2 ) 

 
1．申請の目的 

東京建物株式会社は、大分県由布市湯布院町において、既存ホテル（金門坑。）の改修ならび

に新築ホテルの建設を計画している。 

本計画に伴い、特定施設に該当するちゅう房施設及び入浴施設を設置し、排水量が 50m3／日

を上回ることから、瀬戸内海環境保全特別措置法第 5 条第 1 項の規定により、特定施設設置・

変更許可申請を行うものである。 

 

2．特定施設の種類及び数 

     66 の 3 旅館業 

イ ちゅう房施設    2 基（既設）， 1 基（新設） 計 03 基 

ハ 入浴施設     20 基（既設），11 基（新設） 計 31 基 

 

3．汚水処理施設 

(1) 処 理 方 式：流量調整担体流動浮上濾過方式 

(2) 計画処理人員：160 人 × 1 基（既設）, 95 人 × 1 基（新設） 

(3) 計画 汚水 量：日最大汚水量  315.6 ｍ3／日 
浄化槽排水：32.0 ｍ3／日（既設）＋19.0 ｍ3／日（新設） 

温泉排水：163.2 ｍ3／日（既設）＋温泉排水：101.4 ｍ3／日（新設） 

日平均汚水量  305.6 ｍ3／日 
浄化槽排水：26.0 ｍ3／日（既設）＋15.0 ｍ3／日（新設） 

温泉排水：163.2 ｍ3／日（既設）＋温泉排水：101.4 ｍ3／日（新設） 

 

4．当該申請に係わる排出水の汚濁負荷量等について 

 

【 設置後の汚濁負荷量 】 

 

通　常 最　大

排水量

(m3/日)
305.6 315.6

pH 5.8～8.6 5.8～8.6

BOD
(mg/L)

10.0 18.4 3.16

COD
(mg/L)

15.0 27.6 4.73

SS
(mg/L)

10.0 18.4 3.16

大腸菌数
(CFU/mL)

800以下 800

T－N
(mg/L)

10.8 15.8 3.41

T－P
(mg/L)

2.3 2.9 0.73

排水口
  　　　　　　　　区分

  項目

排水量・水質
設置後の負荷量（kg/日）

全
排
出
水

※負荷量は最大排水量と通常水質から算出した。





特 定 事 業 所 の 概 要 

資本金 92,451 百万円 従業員 37 人 業種 
宿泊業 旅館・ホテル 
(日本標準産業分類番号：

7511) 

主要生産 

品目及び 

月生産量 

宿泊定員 ： 75 人 

主要原材料 

の品目、 

用途及び 

使用量 

 

特定施設 

の種類 

及び数 

66 の 3  旅館業 

イ ちゅう房施設    2 基（既設）, 1 基（新設） 計 03 基 

ハ 入浴施設     20 基（既設）,11 基（新設） 計 31 基 

作業 

工程 

 

 

排水 
 

処理 
 

の 
 

方法 
 

及び 
 

その 
 

系統 
 

図 

＜浴槽専用排水施設（西側区画：既設）＞ 

 排水処理方法： 沈殿槽方式 

 処 理 水： 排水口 No.1 から既設排水管へ放流 

 
＜ 構造断面図 ＞ 

 
 

 



排水 
 

処理 
 

の 
 

方法 
 

及び 
 

その 
 

系統 
 

図 

＜浄化槽設備（西側区画：既設）＞ 

 排水処理方法： 流量調整担体流動浮上濾過方式 

 処 理 水： 排水口 No.1 から既設排水管へ放流 

＜ 排水処理フロー ＞ 

 
 

＜浄化槽設備（東側区画：新設）＞ 

 排水処理方法： 流量調整担体流動浮上濾過方式 

 処 理 水： 排水口 No.2 から湯の坪川へ放流 

＜ 排水処理フロー ＞ 

 
 

担当者 東京建物 株式会社  笠原 啓夢   TEL 070-4309-7869 

（注）申請前と申請後で上記が異なるものについては、申請前及び申請後に分けて記入すること。 

流
　
入

ば
っ

気
型
ス
ク
リ
ー

ン

流
量
調
整
槽

微
細
目
ス
ク
リ
ー

ン

第
一
担
体
反
応
槽

第
二
担
体
反
応
槽

担
体
濾
過
槽

消
毒
槽

放
　
流

消
泡
装
置

ば
っ

気
用
ブ
ロ
ワ

引
抜

逆
洗

汚
泥
脱
離
液

ス
ク
リ
ー

ン
か
す

バ
イ
パ
ス

5
㎜
目
ス
ク
リ
ー

ン

汚
泥
濃
縮
貯
留
槽

調
整
用
ブ
ロ
ワ

汚
泥

S
V
2

S
V
1

流
　
入

ば
っ

気
型
ス
ク
リ
ー

ン

流
量
調
整
槽

微
細
目
ス
ク
リ
ー

ン

第
一
担
体
反
応
槽

第
二
担
体
反
応
槽

担
体
濾
過
槽

消
毒
槽

放
流
ポ
ン
プ
槽

放
　
流

ば
っ

気
用
ブ
ロ
ワ

調
整
用
ブ
ロ
ワ

消
泡
装
置

引
抜

逆
洗

バ
イ
パ
ス

5
㎜
目
ス
ク
リ
ー

ン

ス
ク
リ
ー

ン
か
す

汚
泥
濃
縮
貯
留
槽

汚
泥
脱
離
液

汚
泥

S
V
2

S
V
1



１ 許可申請の概要 
 
(1) 特定施設設置の理由及び内容 

東京建物株式会社は、大分県由布市湯布院町において、既存ホテル（金門坑。）の改修ならびに

新築ホテルの建設を計画している。 

本計画に伴い、特定施設に該当するちゅう房施設ならびに入浴施設を設置し、排水量が 50m3／

日を上回ることから、瀬戸内海環境保全特別措置法第 5条第 1 項の規定により、特定施設設置・

変更許可申請を行うものである。 

 
 

２ 工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数 

 

(1) 排水経路並びに排水口の位置及び数 

排 水 経 路：「別図-1」のとおり 

排水口の位置：「別図-2」のとおり 

排水 口の 数： 2 

 

 (2) 排水系統及び排水経路の略図 

 
 

＜金門坑。＞

72.0 72.0

72.0 72.0 163.2 163.2 163.2 163.2 163.2

91.2 163.2 163.2 163.2 163.2 163.2

91.2

117.2 117.2 26.0 6.6 6.6

123.2 123.2 32.0 9.9 9.9 26.0 26.0 189.2

32.0 32.0 195.2

19.4 19.4

22.1 22.1

＜新築ホテル＞

72.0 72.0

72.0 72.0 101.4 101.4 101.4

29.4 101.4 101.4 101.4

29.4

22.2 44.4 15.0 4.8 4.8

24.2 48.4 19.0 7.2 7.2 15.0 15.0 116.4

19.0 19.0 120.4

22.2 0.5 0.5

24.2 1.0 1.0

9.7 9.7 通常の値

10.8 10.8 最大の値

水井戸① 貯水槽
ちゅう房施設

R-1
合併浄化槽

排水口No.2
（河川へ放流）

水井戸②
水風呂
R-12

排水口No.1
（排水管へ放流）

し尿雑排水等

温泉井戸
貯湯槽

（温泉と水を混合）

入浴施設
（客室風呂）
R-2～R-11

し尿雑排水等

温泉排水
トラップ枡

温泉井戸
貯湯槽

（温泉と水を混合）

入浴施設
（客室風呂）
K-3～K-22

水井戸 貯水槽
ちゅう房施設

K-1～K-2
合併浄化槽












































